
安斎先生技術通信の

木構造の疑問・質問にお答えします！

技術的なご相談はこちらへ！⇨ mail question@mokutaikyo.com ☎03・6261・2040（木耐協事務局）

福島県生まれ。木耐協設立
当初から技術顧問として組
合員の指導や技術開発を
行う。2007年国土交通大
臣表彰。趣味は社交ダンス

安斎正弘
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10月号

2014年

今
月
の
事
件
簿
★
木
耐
協
24
時

「
事
故
原
因
は〝
経
験
不
足
〞!?
」

　

今
月
の
現
場
は
、と
あ
る
飲
食
店

の
全
面
改
装
工
事
。工
事
は
順
調
に

進
み
厨
房
の
配
管
設
備
ま
で
施
工

を
終
え
た
翌
日
、そ
れ
は
起
き
た
。

　

朝
一
番
で
現
場
に
到
着
し
た
職

人
が
店
舗
の
ド
ア
を
開
け
る
と
、一

面
水
浸
し
。昨
日
設
置
し
た
配
管

が
水
漏
れ
を
起
こ
し
、ホ
ー
ル
に
ま

で
水
が
達
し
て
い
た
。

　

原
因
は
給
排
水
管
ジ
ョ
イ
ン
ト

部
分
の
施
工
が
緩
い
こ
と
だ
っ
た
。

そ
の
施
工
を
担
当
し
た
の
は
、現
場

経
験
の
浅
い
職
人
。熟
練
の
職
人
が

付
き
添
い
な
が
ら
の
施
工
だ
っ
た

が
、運
悪
く
そ
の
職
人
が
一
人
で
施

工
し
て
い
た
箇
所
か
ら
漏
水
し
て

い
た
。

　

お
客
様
に
は
誠
心
誠
意
謝
罪

し
、本
来
の
工
期
を
守
り
営
業
再
開

日
に
間
に
合
わ
せ
る
こ
と
で
、お
許

し
い
た
だ
い
た（
復
旧
費
用
は
木
耐

協
総
合
補
償
制
度
で
補
償
さ
れ
ま

し
た
）。

　

連
日
の
よ
う
に
報
じ
ら
れ
て
い

る
建
設
業
界
の
人
手
不
足
。そ
の

結
果
、経
験
の
浅
い
就
業
者
が
増

加
し
、経
験
不
足
・
知
識
不
足
か
ら

事
故
に
つ
な
が
る
こ
と
が
増
加
し

て
い
る
。対
物
の
事
故
だ
け
で
な

く
、職
人
自
身
が
ケ
ガ
を
負
う〝
労

災
事
故
〞も
増
え
て
い
る
。労
災
保

険
だ
け
で
な
く
、民
間
の
傷
害
保

険
で
こ
う
し
た
リ
ス
ク
に
備
え
る

こ
と
も
重
要
で
あ
る
。

Question 事務局発！耐震実務のポイント解説

『診断時における判断基準』その8

組合員の方々から木耐協事務局に寄せられる様々な相談・質問。
このコーナーでは、事例を挙げながら、事務局が解説を行ないます。

今号の
テーマ

老朽度調査の「劣化点数」のチェックの付け方を教えてください。質問

調査の結果、劣化事象として
不具合が認められ、
構造耐力に支障があると
判断される項目を劣化点数とします。

回 答

　老朽度の調査については、『2012年改訂版 解説編』の
P51表3.8のチェックシートに「劣化事象」が記載されて
います。劣化判断で重要視すべきは「現時点で老朽化し
ている」、または「建物の強度に今後大きな影響を与える
ような劣化事象」であるかです。劣化低減係数は建物全
体にかかる低減係数であることを忘れずに、適切な評
価・判断を行うことが望ましいといえます。

いいいいいいいいいいいいい。

次号は「基礎のひび割れ（ランク）」について解説します。ご期待ください！

News

　

広
島
の
豪
雨
に
よ
る
土
砂
災
害
に
は
目

を
覆
い
た
く
な
る
も
の
が
あ
っ
た
。何
故
こ

ん
な
に
も
の
犠
牲
が
…
。温
暖
化
の
影
響

で
こ
れ
か
ら
は
毎
年
繰
り
返
さ
れ
る
危
惧

が
あ
る
。災
害
の
予
知
と
事
前
情
報
、危
険

度
の
高
い
地
域
の
開
発
の
規
制
、そ
し
て

早
急
に
求
め
ら
れ
る
災
害
防
止
技
術
の
進

歩
等
々
、課
題
は
山
積
と
言
わ
ざ
る
を
得

な
い
。人
類
は
ど
こ
ま
で
自
然
と
対
峙
で

き
る
と
考
え
て
い
る
の
だ
ろ
う
？

　

さ
あ
、今
月
も
こ
の
回
答
集
を
め
ぐ

り
、内
容・趣
旨
を
確
認
し
日
々
の
実
務
に

活
か
し
て
参
り
ま
し
ょ
う
。

　

日
本
建
築
防
災
協
会
に
掲
載
さ
れ
て

い
る
文
章
は
、下
記
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド

レ
ス
か
ら
直
接
ご
覧
く
だ
さ
い
。

〈
注
：
紙
面
の
都
合
H
P
に
掲
載
さ
れ
て
い
る
文

章
か
ら
、趣
旨
を
外
さ
な
い
程
度
に
表
現
を
変

え
て
い
ま
す
。〉

「
2
0
1
2
年
改
訂
版 

木
造
住
宅
の

耐
震
診
断
と
補
強
方
法
」の

質
問・回
答
集
の
確
認

◎
今
号
の
テ
ー
マ

一
般
診
断
法【
保
有
す
る
耐
力
】に

つ
い
て
の
考
察

基準に明示されていない壁は
「不明壁」として扱うか、
それともゼロと見なすのか？
また、2004年版にあった
「硬質木片セメント板」
「フレキシブル板」
「石綿パーライト板」
「石綿ケイ酸カルシウム板」
「炭酸マグネシウム板」
「パルプセメント板」
「シージングボード」は
2012年版では
ゼロと見なすのでしょうか？

仕様が明確なら「不明壁」とは扱わず、
2004年版を参考として評価して良い。
ただし、「診断専用」とする壁も含まれて
いる為適切に判断してください。

考 察
  「A」については特に考察解説の余地はないと思いま
すが、2004年版にあって2012年版でなくなっている
上記「Q」の各要素は、2012年版の「一般診断」（P31.表
3.2）のことと思います。しかし「精密1」の外壁の要素
基準耐力等（P67表4.6）をみると、上記のうち「硬質木
片セメント板」「フレキシブル板」「石綿ケイ酸カルシウ
ム板」「シージングボード」は残っていると考えて良い
でしょう。ただしこれらの仕様について2012年版では
いずれも「四周打ち＝直張り」という条件が明白である
ことに注意する必要があると思います。2004年版の
一般ではそれらの仕様が明白ではありませんが、そこ
に示されている壁強さ倍率と、精密1の壁基準耐力と
を照合するとその仕様が見えてきます。従って、回答
にあるように「仕様が明確」ならば、2004年版のこれ
らに与えられている値を参考にして対処しても良さそ
うです。

Q49

考 察

要素（壁）基準耐力について、
精密1の数値をそのまま
一般で使用して良いか？

使用してよい。

　一般診断は、「精密診断」を基にして広く普及を
目指し簡略化されたものと考えれば、精密で用い
る数値を一般で使用するのには支障はないと言
えるでしょう。またＱの基準耐力の「要素」と「壁」
の使い分けは、「要素」は軸・柱両面の面材それぞ
れ個々の耐力部材を指し、「壁」の場合はそれぞれ
の要素を加算した壁単位の耐力部材を指す、と理
解してください。

Q47
48

http://www.kenchiku-bosai.or.jp/seismic/wquest.html

基礎の劣化サンプル

経
験
不
足
を
リ
ス
ク
と
捉
え
よ
!!

傷
害
保
険
へ
の
加
入
も
検
討
!!


